
ISSN 0286−9136

二
〇
二
四
年
三
月
二
十
日

印
刷

二
〇
二
四
年
三
月
三
十
日

発
行

《
大
橋
毅
彦
教
授
退
任
記
念
特
集
》

大
橋
毅
彦
先
生
の
『
退
任
記
念
号
』
発
刊
に
寄
せ
て
…
…
…
村
上

謙
…
１

大
橋
毅
彦
教
授
・
略
歴
・
研
究
業
績

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
に
近
い
自
分
の
体
験
…
…
…
…
…
…
大
橋

毅
彦
…
３３

探
偵
小
説
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
表
象
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
永
井

敦
子
…
５１

│
│
『
新
青
年
』
ラ
ジ
オ
特
集
号
と
海
野
十
三
作
品
に
見
る
│
│

改
造
社
版
『
大
魯
迅
全
集
』
の
成
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…
呂

慧
君
…
６９

│
│
内
山
完
造
宛
魯
迅
書
簡
お
よ
び
鹿
地
亘
自
宅
宛
書
簡
を
軸
に
し
て
│
│

芥
川
龍
之
介
の
〈
北
京
〉
へ
の
眼
差
し
…
…
…
…
…
…
…
…
周

芷
冰
…
９３

│
│
『
北
京
日
記
抄
』
を
中
心
と
し
て
│
│

草
創
期
の
「
新
青
年
」
に
お
け
る

「
海
外
雄
飛
」
の
理
想
と
現
実
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
穆

彦
姣
…
１１３

│
│
中
南
米
移
民
関
連
記
事
・
創
作
を
中
心
に
│
│

森
鷗
外
の
「
う
た
日
記
」
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
王

晨
野
…
１３３

│
│
高
粱
を
手
が
か
り
に
│
│

詩
集
『
幼
い
夢
と
』
か
ら
見
え
る
父
の
心
象
と
そ
の
変
化
…
王

天
起
…
１５５

│
│
詩
「
邯
鄲
」
を
糸
口
と
し
て
│
│

「
退
屈
」
へ
の
「
退
屈
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
福
岡

弘
彬
…
１７５

デ
カ
ダ
ン
ス

│
│
坂
口
安
吾
「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
と
資
本
主
義
の
爛
熟
│
│

│
│
│
│
＊
│
│
│
│
＊
│
│
│
│
＊
│
│
│
│

『
浜
松
中
納
言
物
語
』

巻
三
注
釈
（
八
）…
…
…
…
…
…
…
浜
松
中
納
言
物
語
の
会

巻
三
分
会
…
２０７

『
筆
の
初
染
』
と
『
懐
硯
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
木

京
子
…
２４３

『
続
明
烏
』
に
入
集
す
る
秋
成
発
句
の
再
検
討
…
…
…
…
…
…
村
田

俊
人
…
２６１

│
│
几
董
と
の
関
係
を
中
心
に
│
│

生
成
Ａ
Ｉ
は
「
野
坂
昭
如
と
フ
リ
ー
ク
ス
」
論
を

書
き
う
る
か
？
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
奈
良
﨑
英
穂
…
２８１

│
│
あ
る
い
はC

hatG
PT

の
（
不
）
可
能
性
に
つ
い
て
│
│

│
│
│
│
＊
│
│
│
│
＊
│
│
│
│
＊
│
│
│
│

中
古
語
の
ト
カ
・
ト
カ
ヤ
・
ト
カ
ハ
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
辻
本

桜
介
…
１

第七十五巻 第二号

関西学院大学日本文学会


